
木更津市 健康こども部 子育て支援課 こども政策係     

電 話：0438（23）7243 ＦＡＸ：0438（25）1350 

 

 
 

皆さまには、日頃より市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

木更津市では、これまでさまざまな子育て支援を進めてまいりました。 

このたび、「（仮称）木更津市子ども・子育て支援事業計画（第３期）」を策定することとなり、市

民の皆さまの子育てに関する生活状況やご要望などをお聞きする調査を実施いたします。 

今後の子育て支援施策を進めていくための基礎資料にのみ利用させていただくもので、回答者個人

が特定されたり、他の目的に利用されたりすることは一切ありません。 

よりよい子育て環境のために、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 ～皆さまから頂いた回答は、教育・保育・地域の子育て支援の充実に活かされます～ 

  
保護者の働き方や子育

て支援の利用状況、利

用意向を把握 

木更津市子ども・子育

て会議で審議 

（仮称）木更津市子

ども・子育て支援事

業計画（第３期）を

策定 

子どもと保護者の

双方の視点を大切

に し た 教 育 ・ 保

育・子育て支援の

充実 

 

- 【ご記入にあたってのお願い】 - 

１．アンケートは、お子さんの保護者の方がお答えください。「あなた」とはアンケートに回答される

方を表します。 

２．回答は、封筒に記載されているお子さんに関して、お答えください。 

３．回答は、あてはまる回答の数字に○印を付けていただく場合と、数字を記入する場合があります。

質問によって○を付ける数が異なりますので、注意書きに沿ってご記入ください。 

４．回答で数字を記入する場合は、一枠に1字で、数字が1ケタの場合「05」などとご記入くださ

い。 

（答え方の例） 0 5 月生まれ 

５．回答で時刻を記入する場合は、09時～17時のように必ず24時間制でご記入ください。 

６．回答が終了しましたら、お手数ですが同封の返信用封筒に入れて２月11日（日）までに、お近

くの郵便ポストにご投函ください。（切手不要） 

 

ご不明な点や調査に関するお問い合わせは、次の連絡先までお願いいたします。 
 

よりよい子育て環境のために、ご協力をお願いします! 

-子ども・子育て支援に関する調査票（小学生用）- 



 

お子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 
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問１ お子さんがお住まいの地区の番号に○を付けてください。（○は1つ） 
 

１．第一小学校区 

４．西清小学校区 

７．祇園小学校区 

10．波岡小学校区 

13．中郷小学校区 

16．請西小学校区 

２．第二小学校区 

５．南清小学校区 

８．岩根小学校区 

11．鎌足小学校区 

14．富来田小学校区 

17．八幡台小学校区 

３．東清小学校区 

６．清見台小学校区 

９．高柳小学校区 

12．金田小学校区 

15．畑沢小学校区 

18．真舟小学校区 

 

問２ 回答時点のあて名のお子さんの年齢を選択してください。（□内に数字を入れてください） 

□歳（回答時点の年齢） 

 

問３ この調査票にご回答をいただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係で、あてはま

る番号に○を付けてください。（○は1つ） 

 

問４ 調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無について、あてはまる番号に○を付けてくだ

さい。（○は1つ） 

 

問５ お子さんの子育てを主に行っている方はどなたですか。お子さんからみた関係で、あてはまる

番号に○を付けてください。（○は1つ） 
 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親  

４．主に祖父母 ５．その他（  ） 

 

 
お住まいの地区についてうかがいます。 
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地域子育て支援センターとは、親子が集まり、子どもを遊ばせたり、育児相談や一時保育を

行う場です。木更津市内の子育て支援センターは以下のとおりです。 

１．地域子育て支援センター 

２．子育て総合相談窓口（子育て世代包括支援センター「きさらづネウボラ」） 

３．学校 

４．保育園、幼稚園、認定こども園、小規模な保育施設、事業所内保育施設、認可外保育園 

５．家庭児童相談室 

６．市の健康推進課の相談窓口 

７．市の障がい福祉課の相談窓口 

８．市のこども発達支援課『きらっと』の相談窓口 

9．幼児言語教室『ひまわり』 

10．医療機関 

11．その他（ ） 

 
 

問６ あなたがお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。（○は1つ） 
 

１．いる ⇒ 問 7 へ ２．いない ⇒ 問 8 へ  

 
問７ 問６で「１．いる」に○を付けた方にうかがいます。子育てに関して、気軽に相談できる人は、

誰ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．祖父母などの親族 

３．保健師 

５．保育園や幼稚園、認定こども園などの先生 

７．主任児童委員・民生委員 

２．友人や知人 

４．学校の先生 

６．かかりつけ医師 

８．その他（ ） 

 

【全員の方にうかがいます】 

問８ あなたがお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる場所はありますか。（○は1つ） 
 

１．ある ⇒ 問 9 へ ２．ない ⇒ 問 10 へ  

 
問９ 問８で「１．ある」に○を付けた方にうかがいます。子育てに関して、気軽に相談できる場所

は、どこですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 
 

センター名 住所 電話 

わかば子育て支援センター 大和3－2－4 090－6005－5462 

さとの保育園子育て支援センター 下烏田893 0438－38－4827 

うみまち保育園子育て支援センター 中島1013－1 0438－97－7563 

請西子育て支援センター 請西東７－２－１ 0438－30－7320 

ゆりかもめ寺町分館 中央１－３－２１ 0438－22－3630 

ゆりかもめ東清分館 日の出町100－233 0438－98－3137 

ふくた保育園子育て支援センター 下郡1874－５ 0438－53－5553 

 
 

お子さんの子育てを支える環境についてうかがいます。 
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【全員の方にうかがいます】 

問10 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、あてはまる番号に 

○ を付けてください。（母親、父親それぞれに○は1つ。ひとり親家庭の場合は母親または父

親のみお答えください） 
 

選 択 肢 母親 父親 

フルタイムで就労中 

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休暇中である

フルタイム以外で就労中 

フルタイム以外で就労しているが、産休・育休・介護休暇中である 

現在は就労していない 

 １ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ ５ 

※フルタイムとは、１週５日程度・１日８時間程度以上の就労をいいます。 

正規・非正規（派遣・アルバイトなど）に関わらず、時間で判断してください。 

 

問11 問10の母親・父親のどちらかで、「１～４」のいずれかに○を付けた方（就労している方）に 

 うかがいます。「就労日数」や「就労時間」、「家を出る時刻」、「帰宅時刻」について、もっとも多

いパターンでお答えください。（□内に数字でご記入ください） 

※産休・育休などの休暇中の方は、休暇に入る前の状況についてお答えください。 

※時刻は必ず、09時～17時のように24時間制でご記入ください。30分未満の端数がある場合は

切り捨てで、30分以上の端数がある場合は切り上げでご記入ください。 
 

 1週あたりの 

就労日数 

1日あたりの 

就労時間（残業含む） 
家を出る時刻 帰宅時刻 

 

母 親 □日 □□時間程度 □□時頃 □□時頃 

 

父 親 □日 □□時間程度 □□時頃 □□時頃 

 
問12 問10の母親・父親のどちらかで、「１～４」のいずれかに○を付けた方（就労している方）に 

 うかがいます。 

「就労の休みの日」について、もっとも多いパターンはどれですか。（母親、父親それぞれに○ 

は1つ） 
 

 
 

母 親 

１．主に、土日・祝日の休日が休み 

２．主に、平日のいずれかが休み 

３．仕事を休む日は決まっていない 

 
 

父 親 

１．主に、土日・祝日の休日が休み 

２．主に、平日のいずれかが休み 

３．仕事を休む日は決まっていない 

 
お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

⇒問11へ 

⇒問14へ 
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問13 問10の母親・父親のどちらかで、「3」または「4」のいずれかに○を付けた方（フルタイム以 

 外で就労している方）にうかがいます。 

問10で「１」「２」のいずれかに○を付けた方 ⇒ 問15へ 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労）への転換希望はありますか。 

（母親、父親それぞれに○は1つ） 
 

選 択 肢 母親 父親 

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない／少ない

フルタイム以外の就労を続けることを希望 

就労をやめて子育てや家事に専念したい 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

⇒ 
 

問14 問10の母親・父親のどちらかで、「５」に○を付けた方（現在、就労していない方）にうかが 

 います。就労したいという希望はありますか。あてはまる番号に○を付け、該当する□内には

数字をご記入ください。（母親、父親それぞれに○は1つ） 

（１）母親 

 

 

（２）父親 

 
 

 
 

【全員の方にうかがいます】 

問15 この1年間に、お子さんが病気やケガなどで学校を休んだことはありますか。（○は1つ） 

→１週あたり □日程度 １日あたり □□時間程度 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．フルタイム以外 

→希望する就労形態 

１．今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが □□歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→１週あたり □日程度 １日あたり □□時間程度 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．フルタイム以外 

→希望する就労形態 

１．今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが□□歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 
あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

１．あった ⇒ 問 16 へ ２．なかった ⇒ 問 21 へ 

問15へ 



6 
 

 １年間の対応 日数 

１．父親が休んだ □□ 日 

 ２．母親が休んだ □□ 日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった □□ 日 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た □□ 日 

５．ベビーシッターを利用した □□ 日 

６．ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

７．その他（ ） □□ 日 

 

問21へ 

１．親が仕事を休んで対応できる 

２．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

３．施設の質に不安がある 

４．その他（                         ） 

問16 問 15で「１．あった」に○を付けた方にうかがいます。お子さんが病気やケガなどで学校を

休んだ場合、この１年間に行った対処方法としてあてはまる番号すべてに○を付け、それぞれの

日数も□内に数字でご記入ください。（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください） 

 

問17 問 16で「１」または「２」のいずれかに○を付けた方にうかがいます。その際、「できれば病

児・病後児のための保育施設などを利用したい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○ を

付け、日数についても□内に数字でご記入ください。 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受

診が必要となります。 

 

問18 問17で「２．利用したいとは思わない」に○を付けた方にうかがいます。

そう思われる理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

 

 

 

 

 

⇒ 
 

問19 問16で「３」から｢７｣のいずれかに○を付けた方にうかがいます。その際、「できれば父母の

いずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○を付け、「３」から

｢７｣の日数のうち仕事を休んで看たかった日数についても数字でご記入ください。 

 

問20 問19で「2．休んで看ることは非常に難しい」に○を付けた方にうかがいます。

そう思われる理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

⇒問19へ 

２．利用したいとは思わない ⇒ 問18へ 

⇒ 問21へ □□日 １．できれば病児・病後児保育施設などを利用したい ⇒ 

 問21へ 

 問20へ 

⇒ 

⇒ 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒ □□日 

２．休んで看ることは非常に難しい 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

２．自営業なので休めない 

４．その他（ ） 
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【全員の方にうかがいます】 

問21  日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期な就労などの目的で利用して

いる事業がありますか。あてはまる番号すべてに○を付け、利用している事業がある場合は、１年

間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22    問21で「7．利用していない」に○を付けた方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

５．利用料や利用に関する情報がない、またはわからない 

６．その他（ ） 

２．利用したい事業が地域にない 

４．利用料金がかかる・高い 

１．特に利用する必要がない 

３．事業の安全性に不安がある 

あて名のお子さんの一時保育や宿泊を伴う 
急な保育の利用についてうかがいます。 

⇒問23へ 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時保育 

（私用など理由を問わずに保育園などで一時的に子どもを保育する事業） □□ 日 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） □□ 日 

３．ファミリー・サポート・センター 

（学童保育の送迎など、地域住民同士で子育てを助け合う有償の活動） □□ 日 

４．ショートステイ 

（児童養護施設などで一定期間お世話する事業） □□ 日 

５．ベビーシッター 
 □□ 日 

6．その他（ ） □□ 日 

７．利用していない 
 

 



8 
 

【全員の方にうかがいます】 

問23 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）によ

り、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業

（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）利用希望の有無につい

てあてはまる番号すべてに○を付け、必要な日数をご記入ください。（利用したい日数の合計と、

目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください）  なお事業の利用にあたっては、一定の利

用料がかかります。 
 

１．利用したい 年合計 □□ 日 

（内訳） １．冠婚葬祭 
年間 □□ 日 

２．保護者や家族の育児疲れ・不安 
年間 □□ 日 

３．保護者や家族の病気 年間 □□ 日 

４．その他（ ） 年間 □□ 日 

２．利用する必要はない 
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【全員の方にうかがいます】 

問24 お子さんは、放課後（平日の小学校終了後）、どのような場所で過ごしていますか。

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

また、「放課後子ども教室」と「放課後児童クラブ」の場合には、利用している週あたりの日数、

下校時からの利用時刻と利用希望の最終学年も□内に数字でご記入ください。 

時刻は必ず「17時」のように24時間制でご記入ください。 
 

１．自宅 

２．祖父母宅や友人・知人宅 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４．放課後子ども教室 ※1 平日 5 日の内 週 □ 日くらい 

→ 下校時から □□時まで 

→利用は、小学校 □ 年生まで 

 

 
５．放課後児童クラブ〔学童保育〕※2 

平日 5 日の内 週 □ 日くらい 

→ 下校時から □□時まで 

→利用は、小学校 □ 年生まで 

６．放課後等デイサービス  

７．ファミリー・サポート・センター 

８．その他（公民館、公園など） 

※１ 「放課後子ども教室」･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校などで学習・スポーツ・文化
芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

※２ 「放課後児童クラブ」･･･地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労などにより昼間家
庭にいない場合などに、指導員のもと、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、
一定の利用料がかかります 

問25 問24で「５．放課後児童クラブ〔学童保育〕」に○を付けた方にうかがいます。 

該当しない方  ⇒  問28へ

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はあります

か。（１）（２）それぞれについて、あてはまる番号 １つに○を付けてください。また利用した

い時間帯を、□内に（例）09時～18時のように24時間制でご記入ください。 

なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい □□時から □□時まで 

３．利用したいが利用できない  
 

４．利用する必要はない ⇒ 問 27へ 
 

（２）日曜・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい □□時から □□時まで 

３．利用したいが利用できない  
 

４．利用する必要はない ⇒ 問 27へ 
 

 
あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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問26 問25（１）・（２）のいずれも、またはいずれか一方で「３．利用したいが利用できない」

に○を付けた方にうかがいます。                該当しない方⇒問28へ 

利用できない理由は何ですか。（自由記述） 

 

 

 

 

 

問27   問25の（１）または（２）で「4．利用する必要はない」に○を付けた方にうかがいます。 

該当しない方 ⇒ 問28へ 

利用する必要がない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

【全員の方にうかがいます】 

問28 あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に放課後児童ク

ラブの利用希望はありますか。あてはまる番号１つに○を付けてください。また利用したい時間

帯を、□内に（例）09時～18時のように24時間制でご記入ください。 

なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29    問28で「3．利用したいが利用できない」に○を付けた方にうかがいます。現在利用でき

ていない理由は何ですか。（自由記述）    該当しない方 ⇒ 問30へ 
 

） 

２．祖父母の協力が得られる 

４．その他（ 

１．保護者が在宅にいる 

３．親戚、知人、友人の協力が得られる 

利用したい時間帯 

□□時から □□時まで 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい

３．利用したいが利用できない    ⇒  問29へ 

４．利用する必要はない 
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お子さんの気になるところについてうかがいます。 

 

 

 

 
 

【全員の方にうかがいます】 

問30 お子さんについて、「気になるところ」がありますか。（○は1つ） 

 

問31 問30で「１．気になるところがある」に○を付けた方にうかがいます。 

お子さんについて、下記のようなところが気になりますか。あてはまる番号すべてに○を付け、

それぞれ具体的な内容をご記入ください。（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．人とのかかわり方で 

「気になるところ」がある 

例）友達とうまく遊べない、ルールが守れないなど 

２．身体面の発達で 

「気になるところ」がある 

例）体格が小さい、運動が苦手、不器用など 

３．情緒面の発達で 

「気になるところ」がある 

例）強いこだわりがある、好き嫌いが激しい、注意と集中が続

かないなど 

 

問32 問30で「１．気になるところがある」に○を付けた方にうかがいます。 

①から⑥について知っているものや、これまでに相談・利用したことがあるもの、今後相談・

利用したいと思うものをお答えください。①から⑥の事業ごとに、ＡからＣのそれぞれについ

て「はい」「いいえ」のいずれかに○を付けてください。（それぞれに○は1つ） 

 

A 

（相談や利用できる

ことを）知っている 

B 

これまでに相談や利

用をしたことがある 

C 

今後相談や利用を 

したい 

①医療機関 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②学校の先生 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③保育園、幼稚園、認定こども園、小

規模な保育施設、事業所内保育施設、

認可外保育園の先生 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④行政機関(子育て支援課、こども発達支

援課、健康推進課、障がい福祉課などの相

談窓口） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤民間の療育施設など はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥その他（           ） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１．気になるところがある ⇒ 問31へ ２．気になるところはない ⇒ 問33へ 
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【全員の方にうかがいます】 

問33 あなたは、お住まいの地域における子育ての環境や支援について、満足していますか。 

（○は1つ） 
 

１．満足している 

３．どちらともいえない 

５．満足していない 

２．どちらかといえば満足している 

４．どちらかといえば満足していない 

 
問34 今後、市として子育て支援施策に取り組んでいくために重要なことは何だと思いますか。 

（最大５つまでに○） 

１．妊娠・出産・子育てなどに関する情報提供の充実 

２．妊娠・出産・子育ての不安や悩みなどの相談体制の充実 

３．妊娠・出産・子育てなどを学ぶ機会の充実 

４．病児・病後児を安心して預けることができるサービスの充実 

５．安心して受診できる医療機関の整備 

６．一時保育、保育時間の延長など保育サービスの充実 

７．子どもの見守りや子育てなど、地域で子育てを支える活動の充実 

８．専門家による子どもの発達相談の充実 

９．障がいをもつお子さんがいる家庭への取り組みの充実 

10．ひとり親家庭など、支援を必要とする人への取り組みの充実 

11．地域子育て支援センターの充実 

12．子どもが安心して遊べる広場や公園などの整備 

13．子どものしつけなどを学ぶ機会（家庭教育学級など）の充実 

14．子どもが地域で集まることができる場の充実 

15．夏休みなどの長期休み中の子どもの預け先の充実 

16．赤ちゃんとのふれあい体験など、中高生に向けた思春期教育の充実 

17．同じ悩みを抱える親同士のつながりを支援する活動の充実 

18．その他（                             ） 

19．特にない 

問35 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご

自由にご記入ください。 

 

調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 
回答が終了しましたら、お手数ですが同封の返信用封筒に入れて 
２月11日（日）までに、お近くの郵便ポストにご投函ください。 

（切手不要） 

 
子育て支援施策の全般についてうかがいます。 


